
第
十
三
章
ケ
ン
プ
ェ
ル
と
シ
ー
ポ
ル
ト

本
店
と
京
都
支
店
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明
治
四
十
年
新
年
号
の
「
学
鐙
」
の
巻
頭
色
紙
広
告
に
は
「
進
歩
的
議
譜
に
感
謝
す
」
の
一
文
を
題
し
、
鍔
頭
ま
ず
ｌ

「
学
術
上
に
商
工
業
上
に
戦
後
の
日
本
が
非
常
な
る
勢
を
以
て
勃
興
し
来
る
と
共
に
、
是
等
に
関
す
る
知
識
の
需
要
は
著
し
く
激

増
し
来
り
、
し
た
が
っ
て
丸
善
の
商
品
も
亦
一
年
間
に
三
倍
以
上
と
な
れ
り
。
今
や
丸
善
の
店
頭
は
書
籍
を
以
て
充
積
し
て
尺
寸

の
余
地
だ
に
な
く
、
諸
君
の
高
覧
を
煩
わ
す
に
す
こ
ぶ
る
不
便
と
な
れ
り
」

す
な
わ
ち
昇
天
の
概
あ
る
発
展
ぶ
り
を
公
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
創
業
ま
さ
に
四
十
年
、
そ
れ
が
十
年
前
ま
で
は
教
科
書
と
字
書
の

ほ
か
、
い
う
に
足
る
ほ
ど
の
書
物
も
あ
き
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
急
速
に
こ
の
成
果
を
あ
げ
た
の
は
、
国
運
隆
興
の
時
勢
に
よ
る

の
だ
が
、
畢
寛
は
顧
客
の
高
庇
の
賜
物
だ
と
感
謝
し
て
い
る
の
は
、
商
家
と
し
て
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
し
て
、
じ
つ
は
自
ら
感
慨
禁

じ
得
ざ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
に
応
ず
る
拡
張
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
中
村
日
記
を
み
よ
。

「
二
月
十
二
日
小
津
清
左
エ
門
所
有
ノ
日
本
橋
区
通
一
一
一
丁
目
十
一
番
地
倉
所
及
建
物
ヲ
三
万
一
一
一
千
五
百
円
ニ
テ
買
収
ス
」

こ
れ
は
本
店
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
五
月
十
九
日
鈴
木
仁
一
郎
上
京
セ
リ
。
午
後
盟
約
者
会
ヲ
開
ク
出
席
者
小
柳
津
山
崎
金
末
竹
本
川
村
鈴
木
金
原
渡
辺
及
小
生
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ノ
九
名
一
一
テ
京
都
支
店
設
置
及
定
款
改
正
ノ
為
来
月
十
日
臨
時
総
会
ヲ
招
集
ス
ル
事
改
築
家
屋
ハ
店
舗
間
口
十
五
間
奥
行
八
間
事

（
マ
マ
）

務
室
間
口
六
間
奥
間
六
間
ト
ス
ル
事
準
則
ハ
採
用
規
定
及
進
級
規
定
ヲ
追
加
シ
余
粗
原
案
ノ
通
決
議
シ
午
後
九
時
散
会
」

す
な
わ
ち
京
都
支
店
の
開
設
と
、
本
店
の
改
築
と
、
こ
の
二
つ
が
議
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
こ
の
年
か
ら
次
の
年
へ
か

け
て
の
丸
善
社
史
の
中
枢
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
東
京
市
も
市
区
改
正
に
着
手
し
て
、
前
倉
か
ら
交
渉
が
あ
り
、
つ
い
に
こ
の
年
六
月
、
本
店
の
営
業
場
の
あ
る
通
三
丁
目

の
二
百
十
二
坪
は
、
市
に
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
改
築
は
不
可
避
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
改
築
主
任
は
金
沢
末
吉
が

あ
た
り
、
設
計
は
工
学
博
士
。
中
村
達
太
郎
、
工
学
士
。
佐
野
利
器
に
依
嘱
し
、
工
事
は
清
水
組
が
請
負
う
〉
）
と
と
な
っ
て
、
実
際
の

着
手
は
こ
の
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
で
、
翌
四
十
一
年
十
二
月
三
日
に
上
棟
式
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
る
。

仮
営
業
所
は
、
旧
店
の
北
の
真
隣
り
に
建
築
し
、
そ
の
竣
工
を
ま
っ
て
こ
の
年
十
一
月
四
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

別
な
建
物
に
は
な
れ
て
い
た
書
店
と
洋
品
店
と
を
、
一
つ
屋
根
の
下
に
お
さ
め
た
の
が
、
顧
客
か
ら
非
常
に
便
利
が
ら
れ
た
。

一
方
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
月
賦
販
売
の
た
め
、
タ
イ
ム
ス
か
ら
促
さ
れ
て
開
設
し
た
京
都
出
張
所
が
、
や
っ
ぱ
り
大
学
所
在
地
の
た
め
、

相
当
の
成
績
を
あ
げ
た
た
め
、
こ
れ
を
支
店
に
昇
格
す
る
下
相
談
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
六
月
十
日
午
後
一
時
ヨ
リ
臨
時
株
主
総
会
ヲ
開
ク
出
席
株
主
委
任
状
共
十
八
名
権
利
数
千
九
百
四
ケ
ニ
テ

原
案
京
都
市
下
京
区
鉄
屋
町
西
入
ル
弁
慶
石
町
三
十
四
、
三
十
五
番
地
二
支
店
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト

定
款
第
三
条
ヲ
左
ノ
如
ク
変
更
ス
ル
コ
ト

第
三
条
当
会
社
ハ
本
店
ヲ
東
京
市
二
支
店
ヲ
大
阪
市
及
京
都
市
二
設
置
ス
以
上
原
案
ヲ
可
決
ス
」



明治40年頃の京都支店

そ
れ
か
ら
見
習
生
を
、
と
り
あ
え
ず
大
阪
支
店
へ
送
っ
た

り
、
裁
判
所
で
登
記
を
受
け
た
り
、
そ
の
他
必
要
な
手
つ
づ

き
が
い
ろ
い
ろ
記
述
さ
れ
て
い
て
、
六
月
号
の
「
学
鐙
」
に

い
よ
い
よ
開
店
の
広
告
が
出
て
い
る
。

丸
善
京
都
支
店
開
始

丸
善
株
式
会
社
ハ
四
十
年
来
外
国
書
籍
及
新
式
文
房

具
ノ
輸
入
一
一
従
事
シ
、
終
始
一
日
モ
文
化
ノ
開
展
一
一
貢

献
ス
ル
ヲ
怠
ラ
ズ
。
日
露
戦
争
後
国
運
頓
一
二
大
急
転

ヲ
ナ
シ
世
界
的
知
識
ノ
欲
求
愈
友
盛
一
一
シ
テ
一
刻
ノ
早

キ
ヲ
争
う
折
カ
ラ
、
御
当
地
学
者
識
者
諸
君
ノ
御
便
宜

ヲ
計
リ
テ
新
タ
ー
ー
支
店
ヲ
設
ケ
七
月
一
日
ヲ
以
テ
業
務

ヲ
創
メ
ン
ト
ス
。
英
米
独
仏
及
大
陸
ノ
新
著
新
式
各
種

文
房
具
等
収
メ
テ
鍵
頭
一
一
展
陳
シ
タ
レ
バ
願
ハ
ク
バ
貴

覧
ヲ
給
ヒ
テ
更
一
一
幾
層
ノ
御
春
顧
ヲ
仰
度
奉
願
上
侯

京
都
市
下
京
区
三
条
通
鉄
屋
町
西
へ
入
ル

明
治
四
十
年
六
月
丸
善
株
式
会
社
京
都
支
店
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あ
る
意
味
で
丸
善
を
飛
躍
的
に
発
展
す
る
基
礎
を
つ
く
っ
た
も
の
は
、
タ
イ
ム
ス
と
の
提
携
に
よ
る
大
英
百
科
全
書
の
月
賦
予
約
販

売
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
の
の
ち
、
或
い
は
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
矢
つ
ぎ
早
に
、
セ
ン
チ
ュ
リ
イ
や
ド
イ
ツ
の
マ
イ
ェ
ル
そ
の

あ
お

他
を
輸
入
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
煽
り
は
日
本
出
版
界
に
も
影
響
し
て
、
出
版
界
に
字
典
時
代
と
も
い
う
べ
き
一
時
期
を
現
出
し
た
。
こ

の
年
「
学
鐙
」
の
雑
報
が
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ま
ず
富
山
房
の
「
家
庭
百
科
事
莱
」
が
大
成
功
を
お
さ
め
た
。
同
文
館
は
「
東

洋
歴
史
大
辞
典
」
、
「
商
業
大
辞
典
」
を
出
し
、
別
に
「
工
業
大
辞
典
」
「
医
学
大
辞
典
」
「
教
育
大
辞
典
」
も
企
画
し
て
い
る
。
文
淵
堂

は
「
仏
教
大
辞
典
」
を
発
表
し
、
弘
文
館
で
は
「
歴
史
大
辞
典
」
の
完
成
が
近
い
。
富
山
房
は
五
千
頁
の
「
地
理
辞
典
」
に
着
手
し
、

金
港
堂
は
極
秘
の
う
ち
に
「
百
科
全
書
」
を
す
す
め
て
い
る
。
三
省
堂
の
「
大
百
科
全
書
」
は
編
集
費
だ
け
で
も
す
で
に
数
万
金
を
こ
え
、

い
つ
完
成
す
る
の
か
見
当
も
立
た
な
い
。
（
事
実
そ
の
た
め
こ
の
発
行
所
は
一
ど
破
産
し
た
が
財
界
の
有
力
者
が
そ
の
有
益
な
出
版
で

あ
る
の
を
み
と
め
て
再
建
し
、
お
そ
ら
く
今
日
ま
で
に
現
れ
た
類
書
の
最
善
な
る
も
の
で
、
後
来
の
辞
典
は
こ
れ
に
依
る
と
こ
ろ
が
多

い
）

ち
な
み
に
こ
れ
以
後
の
支
店
開
設
に
つ
い
て
は
、
大
同
小
異
の
事
情
だ
か
ら
記
述
を
省
略
す
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
ネ
ル
ソ
ン
百
科
全
書
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そ
し
て
富
山
房
の
「
家
庭
百
科
事
莱
」
は
内
容
の
杜
撰
の
不
評
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
成
の
先
頭
を
き
っ
て
五
、
六
万
部
を
売
り
つ

く
し
、
出
版
界
を
驚
倒
せ
し
め
た
。
当
時
日
本
の
総
人
口
は
五
千
万
と
称
せ
ら
れ
、
一
千
人
に
一
人
の
購
求
者
が
あ
っ
た
割
合
に
な
る
。

ブ
リ
タ
ー
ー
カ
の
丸
善
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
売
行
部
数
は
す
ぺ
て
で
六
千
冊
で
、
富
山
房
事
乗
の
十
分
の
一
を
占
め
る
。
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灘篭灘蕊識蝿熱傷Y灘鋳禽識鶴

》
誰
珠
．
。
．
認
識
瀞
棚
戦
暁
隠
擢
・
蝉
、
謬
聴

職
癖
紳
癖
騨
灘
丸
善
総
裁
鐸
欝
就

.刷汐

磐
本
滋
一
厳
雛
溌
溌
鯵
蕊
濡
鐘

鰯
擬
燕
灘
綴
霞
潅
麓
予
盗
駁

遥
慾
雛
轍
謬
蕊
鋪
鍔
錫
驚
瀧

難
蕊
泌
総
撚
鍵
糖
設
鵜
携
稚

蕊
蕊
斡
感
撫
薗
漉
も
難
癖
爽

穆
騨
撒
爾
績
繊
離
徽
鴬
必
認
顔

譲蕊職灘溌蕊

際擬溌綴錨繍

灘驚繊驚
謎郷ii錐瀧灘蕊
蕊溌輝騒蕊篭
漁羨望蕊露瀞
鰯鞭綴驚蕩
灘溌釣篭錨
舞泌騨聯隷
＝･絶滅稔溌

》
噴
増
脅
灘
鵠
蕊
議
蕊
蕊
蟻
鶴
鍵
》
綴
灘
灘
蕊
脅
§
§

プ
リ
タ
ー
ー
カ
を
そ
な
え
る
英
語
読
解
力
を
も
つ
者
は
、
当
時

の
全
日
本
人
の
百
分
の
一
か
、
あ
る
い
は
五
百
分
の
一
に
し
か

当
ら
ぬ
か
、
ま
だ
極
め
て
少
な
か
っ
た
の
を
思
い
、
更
に
た
と

え
月
賦
で
も
三
百
円
以
上
で
、
国
民
の
平
均
購
買
力
を
は
る
か

に
超
え
る
の
を
思
え
ば
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
販
売
部
数
は
驚
異
的

だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
足
許
か
ら
、
母
国
語
の
百
科
全
書
が
頻
発
す
る
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
慶
祝
す
べ
き
こ
と
だ
と
し
て
も
、

丸
善
の
商
売
の
上
か
ら
は
、
大
い
に
「
じ
ゃ
ま
」
に
な
ら
な
い

と
も
限
ら
な
い
。
こ
と
に
こ
の
年
は
、
ネ
ル
ソ
ン
の
百
科
全
書

の
売
り
出
し
に
主
力
を
そ
そ
ご
う
と
し
て
い
た
矢
先
き
だ
け
に
、

そ
の
懸
念
が
つ
よ
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
防
衛
線
を
張
ら
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
幸
い
、
西
洋
の
も
の
を
あ
り
が
た
が
る
気
風
が

つ
よ
い
の
で
、
英
文
を
読
解
す
る
ほ
ど
の
者
な
ら
、
日
英
両
文

の
百
科
全
書
を
な
ら
べ
ら
れ
る
と
、
英
文
の
方
を
と
る
に
き
ま

っ
て
い
る
。
実
際
に
お
い
て
、
当
時
の
日
本
の
編
集
、
印
刷
の

火
識
継
瀬
燃
必
懸
裟
鰯
撚
猫
溌
識
揃
細

薙
丸
善
嫌
鈴
祷
鐸
祇
支
祇

需
潔
灘
諏
灘
灘
撫
識
灘
鑑
識
識
蕊
溌
撫
幾
溌

宮
・
二
・
口
匂
出
‐
廿

灘
雛
漉
凝
雪
瀧
撚
綴
鵜
瓢
溌
職
漁
撫
：

‐
ｒ
季
辞
具
唱
‐
．
⑪
稀
Ｐ
丘

》
雛
獄
識
蕊
溌
瀞
分
母
欺
蕊
識
雛
熱
恕
総
籍

，
撚
瀧
翻
赫
＃
》
蕊
識
瀞
識
織
群
鱗
職
》
へ
鋪
談

識
灘
職
溌
識
溌
蹴
溺
識
織
峰
繊
雑
綴
蕊
譲

一
難
癖
麹
認
識
溌
識
識
鍛
録
審
鱗
蕊
や
都

漁
議
派
驚
驚
懸
織
舞
識
識
識
熱
溌
息

鴬
・
駿
鱗
織
溌
椛
腕
鋸
稚
鱗
織
．
・
・
神
・
＆
、

》
鋪
擬
灘
蝋
識
今
月
鰯
篭
幽
繊
織
噸
織
麹
溌

織
灘
螺
Ｉ
撫
贋
７
蝋
瀧
灘
蕊
溌
鐙
＃
難
灘

櫛
織
錘
餓
蕊
…

》
難
蕊
鍵
嬢
聴
溌
容
蕊
溌
灘
識
鑑
鰯
繊
縦
鍵

溌
戦
難
鎚
鞭
舞
菱
擬
態
苧
：
輯
．

、
皇
・
酔

泌
灘
鯉
蕊
磯
驚
騨
蝋
酔
擬
溌
驚
撚
斜
継

函
灘
撫
瀧
耗
郷
織
溌
議
父
ハ
獅
灘
溌
錐
零
溌

鵜
？
伽
錨
輔
輔
聯
職
諏
職
騨
熱
識
瀧
然
雛

閥
撫
職
＄

釧
物
蕊
熟
談
忍
泌
蕊
撒
霧
蕊
灘
溌
熱
職
瀧

溌
漉
蕊
謬
鞭
弾
驚
騨
灘
繊
篭
鯉
瞬
織
驚
遡
鰯

Nelson'sEncyclopaediaの予約募集広告
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述
し
て
い
る
Ｉ

幼
稚
未
熟
の
状
態
で
は
、
そ
の
遅
女
た
る
進
行
中
に
、
事
態
は
ド
ン
ド
ン
と
急
速
に
変
化
し
、
つ
い
最
近
の
事
件
や
学
術
的
発
見
ま
で

収
録
す
る
点
で
、
と
う
て
い
英
文
百
科
全
書
の
足
も
と
に
も
追
い
つ
け
な
い
。

丸
善
は
ネ
ル
ソ
ン
百
科
全
書
売
り
出
し
に
、
こ
の
点
を
強
調
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
森
羅
万
象
の
記
述
を
十
冊
に
縮
約
し
、
定
価

は
ク
ロ
ー
ス
製
が
三
十
五
円
、
背
革
製
が
四
十
五
円
。
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
十
分
の
一
で
、
予
約
金
は
三
円
で
あ
る
。
そ
の
広
告
文
に
い
た

っ
て
は
、
「
学
鐙
」
で
五
十
頁
を
し
め
、
中
に
挿
入
の
写
真
版
や
、
美
術
品
の
複
写
ま
で
入
れ
て
い
る
。

如
何
に
斬
新
の
記
事
に
富
ん
で
い
る
か
の
一
例
と
し
て
、
お
と
と
し
終
っ
た
ば
か
り
の
日
露
戦
争
の
記
事
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の

世
界
歴
史
の
大
事
件
も
、
今
ま
で
の
刊
行
事
典
で
は
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
百
科
全
書
に
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
の
記
事
を
見
出
す
に
と
ど
ま

る
が
、
ネ
ル
ソ
ン
百
科
全
書
に
い
た
っ
て
は
勇
裁
も
っ
と
も
巧
み
な
る
簡
潔
の
文
を
も
っ
て
、
日
露
戦
争
の
素
因
、
経
過
、
終
結
を
記
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「
露
国
が
満
洲
の
撤
兵
を
履
行
せ
ざ
り
し
抑
女
よ
り
説
き
起
し
て
最
後
に
ポ
ー
ッ
マ
ス
に
締
結
し
た
る
条
約
の
条
件
ま
で
を
摘
要

し
、
且
つ
大
山
、
東
郷
、
乃
木
、
奥
、
黒
木
、
ス
テ
ッ
セ
ル
の
肖
像
お
よ
び
三
笠
、
朝
日
の
両
戦
闘
艦
、
旅
順
の
露
艦
、
露
艦
ペ

テ
ロ
パ
ゥ
ロ
フ
ス
ク
、
日
本
の
攻
城
砲
、
乃
木
ス
テ
ッ
セ
ル
両
将
軍
会
合
の
民
家
の
各
図
を
掲
げ
た
り
。
（
こ
の
外
日
露
の
著
名

な
る
各
将
軍
お
よ
び
各
戦
役
等
は
各
交
そ
の
条
下
に
あ
り
）
」

し
か
も
こ
れ
で
も
興
味
を
ひ
く
こ
と
薄
き
を
お
そ
れ
る
も
の
の
よ
う
に
、
文
章
の
一
例
と
し
て
、
日
本
が
講
和
条
約
に
ま
っ
た
く
賠

償
金
を
と
ら
な
か
っ
た
の
を
ミ
自
営
の
目
○
黒
目
①
〆
ロ
の
ｇ
①
旦
除
呉
昌
①
○
能
昏
①
茸
８
ｑ
ご
と
評
し
て
い
る
の
を
の
せ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
「
柔
術
」
（
ま
だ
柔
道
と
い
う
改
称
は
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
）
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ヘ
ル
ン
の
文
章
や
、
新
渡
戸
稲



そ
れ
は
こ
の
本
が
、
稀
代
の
珍
籍
で
、
じ
つ
は
丸
善
で
も
内
べ
こ
の
複
刻
本
を
出
そ
う
か
と
い
う
計
画
を
た
て
て
い
た
矢
先
き
、

ロ
ン
ド
ン
で
印
行
せ
ら
れ
た
。
今
と
ち
が
い
明
治
時
代
に
は
、
印
刷
製
本
す
べ
て
複
製
を
つ
く
る
技
術
が
は
る
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
及

ば
ぬ
か
ら
、
向
う
で
出
来
れ
ば
、
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

己
５
国
黒
Ｏ
ｑ
Ｏ
烏
］
§
§
．
（
門
○
ぬ
①
９
２
乱
昏
ロ
ロ
①
の
○
国
己
は
○
口
○
馬
普
①
固
口
魁
○
日
○
冷
め
旨
日
）
言
国
詳
ｇ
旨
国
警
‐

を
さ
い
て
い
る
。

う
を
し
た
の
か
。

こ
の
年
丸
善
は
ケ
ン
プ
ニ
ル
の
「
日
本
志
」
の
複
刻
版
を
あ
つ
か
う
の
に
、
ネ
ル
ソ
ン
の
百
科
全
書
に
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
学
鐙
広
告
面

さ
い
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
は
い
く
ら
申
こ
み
が
あ
っ
て
る
、
二
百
六
十
部
し
か
数
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
肩
の
入
れ
よ

三
稀
槻
書
双
壁
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造
博
士
の
「
武
士
道
」
の
な
か
の
記
述
か
ら
、
シ
オ
ド
ァ
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
私
邸
に
道
場
を
つ
く
っ
て
特
に
こ
れ
を
習
っ
た
と
い
う

噂
な
ど
に
よ
っ
て
、
ひ
ろ
く
世
界
に
知
ら
れ
か
か
っ
て
い
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
百
科
全
書
の
上
で
は
、
ニ
ュ
ー
。
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

が
尋
愚
の
農
品
の
項
に
そ
の
一
様
式
と
し
て
不
得
要
領
の
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
ネ
ル
ソ
ン
は
］
昌
○
と
特

立
し
て
、
十
八
の
型
の
図
を
挿
入
し
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
他
科
学
者
や
、
機
械
工
学
や
、
各
方
面
の
人
士
に
向
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
を
ひ
く
よ
う
に
、
最
新
発
見
の
実
例
を
歴
示
し
、

魯
庵
一
流
の
「
さ
あ
さ
あ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
式
」
の
文
章
で
説
き
立
て
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
ど
う
し
て
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ぬ
わ

け
に
ゆ
か
ず
、
こ
れ
も
又
、
プ
リ
タ
ニ
カ
に
つ
づ
い
て
の
大
成
功
を
お
さ
め
た
。
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ロ
具
ｇ
ご
国
品
の
］
ウ
の
吋
冨
の
属
四
の
日
頁
閏
》
旨
．
ロ
・
》
砲
身
の
旨
目
甘
言
の
ロ
具
９
画
目
菌
、
遇
甘
昏
①
国
日
ｂ
①
ｇ
Ｈ
》
の
○
○
口
鳥

目
Ｑ
庁
国
口
巴
鼻
巴
陣
○
目
巨
の
○
口
四
目
］
昌
目
屋
の
○
国
官
》
篇
く
曾
一
〕
興
○
Ｈ
①
胃
冒
討
。
》
ご
】
・
の
．
の
目
①
月
冨
曾
》
詞
両
．
の
．

“
且
画
冒
①
日
ウ
①
儲
○
冷
昏
の
○
○
］
］
①
館
①
。
冷
弔
ど
の
園
自
切
》
伊
○
且
○
Ｆ
言
』
昏
昏
①
匡
烏
①
○
開
昏
の
隆
巨
ｇ
ｏ
Ｈ
》
四
目
目
冒
胃
○
目
ｏ
‐

は
８
．
昌
吊
陣
胃
の
。
昌
昏
目
目
『
○
○
層
①
ｇ
盲
庁
＄
思
○
且
○
口
．
冒
口
○
○
桝
〆
ぐ
胃

ケ
ン
プ
ェ
ル
は
元
禄
年
間
、
日
本
に
き
て
滞
在
二
年
に
わ
た
っ
て
日
本
を
研
究
し
た
ド
イ
ツ
の
医
学
者
ま
た
博
物
学
者
で
、
そ
の
一

代
の
大
著
「
日
本
志
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
か
い
て
広
く
刊
行
せ
ら
れ
た
最
初
の
日
本
歴
史
で
あ
り
、
ま
た
最
も
正
確
精
密
な
日
本
風

俗
お
よ
び
博
物
志
と
し
て
、
日
本
に
関
す
る
欧
書
中
、
最
も
貴
重
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
あ
る
。

も
う
ち
ょ
っ
と
く
わ
し
く
ケ
ン
プ
ー
ー
ル
の
経
歴
を
み
る
と
一
六
五
一
年
（
日
本
の
慶
安
四
年
で
由
井
正
雪
の
乱
を
お
こ
し
た
年
）
、

ゥ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ァ
に
う
ま
れ
た
ド
イ
ツ
人
だ
が
、
早
く
か
ら
当
時
は
先
進
国
だ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
、
語
学
と
共
に
主
と
し
て

地
理
歴
史
学
を
ま
な
び
、
音
楽
の
才
が
あ
っ
て
、
器
楽
に
も
声
楽
に
も
通
じ
て
い
た
。

大
学
は
ク
ラ
カ
ゥ
で
お
さ
め
、
哲
学
を
専
攻
し
て
学
位
を
と
り
、
そ
れ
か
ら
言
目
号
昼
凹
胃
①
に
出
る
こ
と
四
年
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス

ベ
ル
ヒ
で
ま
た
大
学
に
入
っ
て
医
学
と
物
産
学
を
お
さ
め
た
。

そ
れ
か
ら
ス
エ
ー
デ
ン
の
カ
ー
ル
ナ
一
世
に
仕
え
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
お
も
む
き
、
そ
こ
に
入
っ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
の
船
隊
の
医
長
と

な
っ
て
博
物
調
査
を
す
る
こ
と
－
年
。
し
だ
い
に
日
本
に
興
味
を
も
ち
、
お
り
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
医
者
が
入
要
だ
と
き
い
た
の
で
、

よ
ろ
こ
ん
で
任
に
つ
い
た
の
が
一
六
九
○
年
（
元
禄
三
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
で
分
る
が
ゲ
ー
テ
の
か
い
た
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
よ
う
な

百
科
全
書
的
な
教
養
を
も
っ
た
人
物
が
初
め
て
日
本
に
き
て
、
そ
の
科
学
的
・
哲
学
的
な
目
で
初
め
て
日
本
を
観
察
し
た
の
だ
。
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録
し
て
い
る
。

日
本
滞
在
は
二
か
年
で
郷
国
に
か
え
っ
て
、
一
七
一
六
年
（
享
保
元
年
）
六
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
苦
心
の
大
著
も
生
前
は
刊
行
せ
ら
れ
ず
、
そ
の
草
稿
は
他
の
蒐
集
品
や
遺
品
い
っ
さ
い
と
共
に
イ
ギ
リ
ス
人
ハ
ン
ス
。

ス
ロ
ー
ン
卿
（
の
ち
に
大
英
博
物
館
を
つ
く
っ
た
人
）
に
買
い
と
ら
れ
、
彼
は
ド
イ
ツ
人
シ
ョ
イ
ッ
ェ
ル
に
英
訳
さ
せ
て
一
七
一
一
七
年

に
刊
行
せ
ら
れ
た
。
ケ
ン
プ
ェ
ル
の
死
後
十
一
一
年
目
で
あ
る
。
こ
の
英
訳
を
元
に
し
て
仏
訳
（
一
七
二
九
年
ハ
ー
グ
刊
と
一
一
一
一
一
年
パ
リ

刊
の
二
種
あ
り
）
、
オ
ラ
ン
ダ
訳
（
一
七
一
一
九
年
）
が
出
て
、
ド
イ
ツ
原
文
の
出
版
は
も
っ
と
も
お
く
れ
（
一
七
七
七
’
七
九
年
）
た
。

、

元
禄
四
年
と
翌
五
年
と
二
度
江
戸
参
府
を
し
て
、
大
は
柳
営
内
部
の
室
の
模
様
か
ら
、
小
は
昆
虫
草
花
に
い
た
る
ま
で
、
克
明
に
図

こ
れ
が
こ
の
「
日
本
志
」
だ
。

#;>i鱗鍵議議灘蕊蕊鋤:霜:鶏』

:㎡鞄
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そ
こ
で
こ
の
書
は
、
最
も
古
い
英
訳
が
最
も
珍
重
せ
ら
れ
、

全
二
巻
本
だ
が
日
露
戦
争
後
に
お
よ
ん
で
は
、
古
本
値
が
二

百
円
の
高
値
を
よ
ん
だ
。
ブ
リ
タ
ニ
カ
が
三
百
円
、
ネ
ル
ソ

ン
百
科
全
書
が
三
十
円
で
買
え
る
の
と
比
較
し
て
、
い
か
に

高
価
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
ろ
う
。

そ
こ
で
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ッ
ク
ル
ホ
ー
ス
社
が
、
千
二
百
部

だ
け
複
製
本
を
つ
く
っ
た
の
で
、
丸
善
は
切
に
乞
う
て
、
二

百
六
十
部
の
談
与
を
受
け
た
の
だ
。

ケンプェル「日本志-１
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こ
れ
に
丸
善
は
め
ず
ら
し
い
頒
布
方
法
を
も
ち
い
た
・
原
本
は
実
価
三
十
七
志
六
片
で
、
日
本
貨
二
十
二
円
五
十
銭
で
あ
る
・
そ
れ
を

最
初
の
百
五
十
部
金
十
五
円

次
の
七
十
五
部
金
二
十
円

最
後
の
二
十
五
部
金
三
十
円

と
定
価
を
か
え
て
頒
布
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
は
じ
め
の
二
回
は
ネ
ッ
ト
。
プ
ラ
イ
ス
を
割
っ
て
損
を
す
る
の
を
、
最
後
の
増

額
で
補
償
す
る
の
で
、
こ
う
い
う
好
事
的
な
商
法
は
、
時
女
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
を
ま
ね
て
み
た
の
で
あ
る
。

い
ま
は
こ
の
ロ
ン
ド
ン
複
刻
本
も
珍
書
と
し
て
高
価
で
あ
る
が
、
め
っ
た
に
世
界
の
古
書
市
場
に
も
あ
ら
わ
れ
ず
、
後
に
昭
和
五
年

に
京
都
の
人
吉
田
文
治
が
分
冊
を
一
冊
に
ま
と
め
た
だ
け
で
、
他
の
一
七
七
二
年
版
と
装
頓
、
幅
員
、
そ
の
他
変
る
こ
と
な
き
複
刻
版

を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
と
て
稀
親
書
で
、
容
易
に
手
に
入
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
ケ
ン
プ
ェ
ル
に
つ
づ
い
て
、
日
本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
の
は
ツ
ン
ベ
リ
イ
、
チ
チ
ン
ン
グ
、
フ
ィ
シ
ェ
ル
を
経
て
、
シ

ー
ポ
ル
ト
に
い
た
る
。
そ
の
「
日
本
」
は
実
に
ケ
ン
プ
ー
ー
ル
以
後
の
、
全
面
的
に
日
本
を
紹
介
し
た
名
著
と
し
て
今
日
も
そ
の
歴
史
的

価
値
は
い
よ
い
よ
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
原
本
は
一
八
一
一
一
二
’
五
二
年
レ
イ
デ
ン
で
刊
行
せ
ら
れ
て
、
稀
観
書
だ
か
ら
坊
間
に
あ
る
わ

け
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
再
版
が
出
て
、
前
女
年
（
明
治
三
十
八
年
）
の
「
学
鐙
」
に
そ
の
頒
布
広
告
が
の
っ
て
い
る
。

ｚ
ざ
ご
目
》
Ｐ
屑
匡
ぐ
ぃ
貝
国
の
の
。
胃
①
夢
ロ
ロ
ぬ
く
○
口
］
眉
目
ロ
且
。
①
、
の
ｇ
ｚ
①
ご
ｇ
↓
ロ
ロ
ロ
の
○
冒
甘
匪
且
①
目
“
］
の
の
、
Ｏ
Ｂ
詳
号
ｐ

ｍ
ｇ
胃
冨
口
病
巨
邑
目
》
の
胃
冨
］
旨
属
○
吋
８
口
目
烏
口
屋
屋
丙
旨
‐
ぽ
の
⑦
］
口
く
○
口
勺
彦
．
厚
．
ぐ
８
段
の
ウ
○
国
目
詳
巨
具
①
儲
甘
茸
目
品

旦
①
の
病
巴
の
日
］
．
甘
口
四
国
．
国
○
符
の
管
彦
の
国
巨
の
”
の
ｍ
の
ワ
の
ロ
ぐ
○
口
の
①
甘
の
ロ
の
○
宮
ｐ
①
口
跨
］
①
桝
四
口
烏
叶
句
国
巴
．
ぐ
○
国
段
①
す
○
昼
戸
口
。



国
①
冒
風
ｏ
宮
司
端
①
旨
く
○
国
段
ｇ
ｏ
園
．

と
あ
る
。
初
版
は
す
で
に
世
界
的
稀
槻
書
だ
か
ら
市
販
さ
れ
る
わ
け
が
な
く
、
こ
れ
は
再
版
で
、
そ
の
出
版
の
い
き
さ
つ
は
こ
う
で
あ

る
０
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一
八
九
六
年
（
明
治
一
一
十
九
年
）
が
シ
ー
ポ
ル
ト
の
生
誕
百
年
に
あ
た
り
、
彼
の
子
の
ア
レ
キ
サ
ン
ゲ
．
－
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
兄
弟

が
、
父
の
遺
著
が
あ
ま
り
に
珍
籍
と
な
り
す
ぎ
て
巷
に
出
で
ず
、
た
ま
た
ま
姿
を
見
せ
て
も
百
千
金
の
高
価
で
あ
る
の
を
遺
憾
と
し
、

流
布
本
に
し
て
の
再
刊
を
企
て
た
が
資
に
乏
し
い
の
で
、
援
助
を
日
本
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
弟
子
や
知
人
ま
た
は
そ
の
子
孫
に
も
と
め

て
き
た
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
に
賛
成
の
声
が
お
こ
り
、
大
木
喬
任
、
土
方
久
元
、
長
岡
護
美
、
三
宮
義
胤
な
ど
の
諸
華
族
が
発
起
人
と

な
っ
て
尽
津
し
た
の
で
、
有
栖
川
宮
家
を
は
じ
め
、
徳
川
篤
敬
侯
、
黒
田
長
成
侯
、
鍋
島
直
大
侯
、
池
田
輝
知
伯
、
伊
達
宗
城
伯
、
松

平
信
正
子
、
津
軽
承
昭
伯
、
大
村
純
雄
伯
、
小
笠
原
忠
沈
伯
の
諸
華
族
か
ら
資
が
あ
つ
ま
り
、
宮
廷
か
ら
も
内
諾
金
を
下
さ
れ
た
。
兄

弟
は
感
激
し
て
ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
の
書
店
ウ
ォ
ァ
ー
ル
（
尋
ｏ
の
ら
に
托
し
て
、
刊
行
を
み
た
の
が
一
八
九
七
年
の
明
治
一
一
一
十
年
で
あ

る
。
元
版
と
は
異
な
っ
た
新
装
一
一
冊
本
で
あ
る
。
原
本
よ
り
図
版
が
減
少
し
、
文
に
も
い
く
ら
か
削
除
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

代
り
原
版
に
は
、
第
二
部
が
「
陸
上
お
よ
び
海
上
の
旅
」
と
題
し
て
、
バ
ダ
ヴ
ィ
ャ
か
ら
日
本
ま
で
の
旅
行
と
、
長
崎
か
ら
江
戸
へ
の

旅
行
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
じ
つ
は
播
州
室
津
ま
で
の
紀
行
が
の
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
後
は
尻
き
れ
と
ん
ぽ
に
終
っ
て
い
る
。

こ
の
再
版
で
は
室
津
か
ら
、
大
阪
。
京
都
を
へ
て
江
戸
ま
で
至
り
、
江
戸
滞
在
記
、
そ
れ
か
ら
江
戸
を
た
っ
て
、
も
と
来
た
道
を
又
か

え
る
ま
で
の
七
章
が
補
足
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
旅
行
記
中
の
最
も
興
味
の
多
い
重
要
部
分
に
あ
た
る
。

こ
れ
は
日
本
で
あ
つ
め
た
出
版
資
金
に
た
い
す
る
返
礼
あ
る
い
は
補
償
と
し
て
相
当
部
数
が
贈
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
丸
善
で
も



易
に
貸
し
出
す
ま
い
。
と
Ｊ

稀
親
書
中
の
双
壁
で
あ
る
。

明
瞭
に
し
ょ
う
が
な
い
。

こ
の
年
の
「
学
鐙
」
に
い
く
ら
か
注
意
す
ぺ
き
事
と
し
て
、
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
と
マ
ク
ス
。
ノ
ル
ダ
ゥ
の
「
デ
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の

一
頁
広
告
が
、
し
か
も
見
開
き
に
な
っ
て
の
せ
て
あ
る
こ
と
を
挙
げ
得
る
。
一
頁
広
告
は
別
に
珍
し
く
な
い
。
た
だ
モ
ゥ
パ
ッ
サ
ン
は

数
年
前
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
項
に
他
の
書
籍
と
な
ら
べ
て
、
小
さ
な
活
字
で
十
把
ひ
と
か
ら
げ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た

の
に
、
こ
の
年
に
い
た
っ
て
急
に
一
頁
広
告
に
飛
躍
拡
大
さ
れ
た
の
は
何
故
か
。

前
年
か
ら
勢
焔
を
あ
げ
て
き
た
自
然
主
義
は
、
こ
の
年
に
い
た
っ
て
極
盛
の
繁
昌
を
し
、
小
説
壇
を
中
心
に
、
全
文
化
界
に
む
か
っ

て
氾
濫
し
た
。
そ
し
て
そ
の
自
然
主
義
が
外
国
作
家
に
範
を
求
め
た
の
は
、
モ
ウ
・
ハ
ツ
サ
ン
が
第
一
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
わ
が
自
然

主
義
運
動
は
田
山
花
袋
が
震
源
地
と
云
っ
て
よ
く
、
そ
の
花
袋
が
モ
ウ
。
ハ
ッ
サ
ン
ヘ
の
傾
倒
も
っ
と
も
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は

賃
叶
①
儲
‐
目
目
①
Ｈ
ｍ
ｇ
の
ｍ
と
い
う
十
一
巻
の
短
篇
集
英
訳
が
で
き
た
こ
と
を
、
丸
善
の
目
録
で
知
る
と
、
矢
も
た
て
も
た
ま
ら
ず
、
っ

丸
善
で
の
こ
の
販
価
は
十
円
で
あ
っ
た
。
今
で
は
こ
の
再
版
本
ま
で
貴
重
本
と
な
り
、
各
図
書
館
で
は
特
別
手
つ
づ
き
な
し
に
は
容

に
貸
し
出
す
ま
い
。
と
も
あ
れ
、
ケ
ン
プ
ェ
ル
の
「
日
本
志
」
と
シ
ー
ポ
ル
ト
の
「
日
本
」
は
、
と
も
に
丸
善
が
取
あ
つ
か
っ
た
大

四
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
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取
り
つ
い
だ
の
で
あ
る
。
只
、
こ
の
再
版
発
行
は
明
治
一
一
一
十
年
だ
の
に
、
丸
善
が
こ
れ
を
販
売
す
る
の
に
数
年
の
間
隔
が
あ
る
。
ド
イ

ツ
の
出
版
元
で
残
品
を
し
ば
ら
く
倉
庫
に
眠
ら
せ
て
、
熱
を
さ
ま
し
て
日
本
に
送
り
つ
け
て
き
た
の
か
、
そ
こ
の
所
が
今
日
か
ら
で
は
、



自
然
主
義
に
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
文
壇
に
現
れ
た
と

自
称
す
る
菊
池
寛
が
、
国
際
文
化
協
会
で
外
人
に
現
代
文
学

の
英
語
講
演
を
し
た
と
き
、
「
モ
ウ
・
ハ
ツ
サ
ン
は
モ
ウ
タ
ク

サ
ン
だ
」
と
駄
じ
ゃ
れ
を
云
っ
た
こ
と
は
、
当
時
話
柄
と
し

て
な
が
れ
た
が
、
そ
う
云
わ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
・

の
国
○
両
弓
の
弓
○
四
両
の
○
点
旨
呂
冨
の
の
四
貝

跨
津
閏
‐
ｂ
甘
口
閏
の
①
嵐
＄
》
旨
く
○
］
、
．
砲
①
巳
閏
図
画
ロ

日
本
の
文
壇
に
影
響
し
た
外
国
作
家
は
、
そ
の
深
度
や
範
囲
と
も
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
や
ゲ
ー
テ
の
方
が
上
だ
ろ
う
。
し
か
し
小
説
技

術
の
師
と
し
て
、
ま
ね
ら
れ
、
論
ぜ
ら
れ
た
こ
と
モ
ウ
・
ハ
ツ
サ
ン
に
如
く
は
な
か
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
一
一
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

余
勢
は
支
那
事
変
の
こ
ろ
ま
で
曳
い
た
。

と
め
先
き
の
博
文
館
か
ら
著
書
の
稿
料
の
先
借
り
を
し
、
雨
を
お
か
し
て
駆
け
つ
け
て
買
い
と
っ
た
感
激
の
思
出
を
語
っ
て
い
る
。
独

歩
の
「
糸
く
づ
」
は
恐
ら
く
わ
が
国
最
初
の
モ
ゥ
パ
ッ
サ
ン
訳
で
あ
る
し
、
藤
村
も
「
緑
葉
集
」
で
モ
ウ
・
ハ
ツ
サ
ン
か
ら
換
骨
脱
胎
し

た
に
ち
が
い
な
い
短
編
を
か
い
て
お
り
、
上
田
敏
は
花
袋
に
そ
の
英
訳
害
を
貸
与
し
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
を
知
る

は
花
袋
を
も
っ
て
最
初
の
人
と
し
な
い
が
、
花
袋
の
あ
ま
り
に
旺
盛
な
随
喜
渇
仰
熱
に
あ
ふ
ら
れ
て
、
又
あ
ら
た
に
こ
れ
を
御
輿
に
か

つ
い
だ
傾
き
が
あ
る
。
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摩
波
商
ま
た
は
莫
泊
三
ｌ

中
国
で
は
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
を
こ
う
書
く
の
だ
。
あ
の
国
で
は
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
が
日
本
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
て
は
い
な
い
。
し
か

し
こ
う
い
う
宛
て
字
が
し
て
あ
る
位
だ
か
ら
、
そ
の
訳
は
い
く
ら
か
出
て
い
て
、
現
に
そ
れ
を
読
ん
だ
人
に
周
作
人
が
い
る
。
魯
迅
の

実
弟
で
、
白
話
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
、
中
国
の
近
代
化
に
は
貢
献
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
人
だ
っ
た
。

彼
は
も
と
江
南
の
水
師
学
堂
（
海
軍
兵
学
校
）
に
は
い
っ
た
秀
才
で
、
は
じ
め
に
操
舵
術
を
な
ら
い
、
後
に
土
木
工
学
に
ま
わ
さ
れ

た
が
、
海
軍
だ
か
ら
も
ち
ろ
ん
、
な
ら
う
外
国
語
は
英
語
で
、
彼
は
本
道
を
そ
れ
て
だ
ん
だ
ん
に
文
学
に
心
を
か
た
む
け
、
十
八
世
紀

の
ア
デ
イ
ソ
ン
、
ス
イ
フ
ト
、
そ
れ
か
ら
ラ
ム
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
、
ミ
ル
、
リ
ン
ド
な
ど
の
味
の
わ
か
り
か
け
た
と
こ
ろ
で
、
日
本

へ
留
学
し
た
。
そ
し
て
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
東
京
の
書
店
と
い
へ
ぱ
第
一
に
思
ひ
出
す
の
は
ど
う
し
て
も
丸
善
（
言
昌
昌
目
）
で
あ
る
。
そ
の
本
名
は
丸
善
株
式
会
社
で
、

識
訳
し
て
み
る
と
此
は
丸
善
有
限
公
司
で
あ
る
。
我
女
に
と
っ
て
関
係
あ
る
の
は
其
の
実
唯
書
籍
部
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
最
初

は
個
人
の
開
い
た
店
で
丸
屋
善
七
と
い
っ
た
が
此
の
店
は
私
は
見
た
事
が
な
い
。
一
九
○
六
年
初
め
て
見
た
の
は
日
本
橋
通
一
一
一
丁

五
周
作
人
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○
昏
輿
の
庁
○
己
の
印
》
跨
伊
且
『
》
の
旨
四
口
》
倭
重
’
○
日
四
口
》
、
巨
閉
の
》
両
四
目
…
…
ｇ
ｍ
ｇ

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
当
時
文
学
少
年
で
あ
り
、
そ
し
て
今
な
お
ア
フ
タ
ー
・
デ
ィ
ナ
ァ
。
シ
リ
ー
ズ
を
書
架
に
蔵
す
る
こ
の
筆
者
な

ど
に
は
、
無
限
の
な
つ
か
し
さ
が
湧
い
て
く
る
。



号
、_ノ

目
の
丸
善
で
、
床
板
は
敷
い
て
あ
っ
た
が
旧
式
な
建
物
だ
っ
た
。
民
国
以
後
火
事
に
な
っ
て
再
建
し
て
、
民
国
八
年
（
一
九
一
九
）

東
京
に
往
っ
た
時
行
っ
て
見
た
ら
も
う
洋
館
に
な
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
後
大
震
災
で
全
焼
し
て
、
一
昨
年
再
び
行
っ
た
ら
洋
館
が
や

は
り
元
の
場
処
に
建
っ
て
ゐ
た
が
、
地
名
は
変
っ
て
日
本
橋
通
一
一
丁
目
と
な
っ
た
。
私
が
丸
善
で
本
を
買
ふ
の
は
前
後
も
う
三
十

ふ
と
こ
ろ

年
に
な
る
か
ら
、
取
引
は
ほ
ん
の
僅
少
な
の
だ
が
老
顧
客
の
方
と
い
へ
よ
う
。
先
々
和
書
と
中
国
の
古
本
を
買
ひ
度
い
の
だ
が
懐

が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
け
れ
ど
も
此
の
少
し
づ
Ｌ
の
洋
書
が
却
っ
て
私
に
は
極
め
て
大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
、
丸
善
は
一
法
人

で
は
あ
る
が
私
に
は
し
か
し
師
友
の
誼
あ
る
者
と
云
へ
る
の
で
あ
る
。

私
が
一
九
○
六
年
八
月
に
東
京
に
往
っ
て
丸
善
で
買
っ
た
最
初
の
本
は
聖
鼓
伯
利
の
巴
具
の
ｇ
ｑ
の
「
英
文
学
小
史
」
捧
淫
○
昇

思
の
甘
昌
○
代
両
国
的
房
琶
匡
叶
①
国
目
Ｈ
の
一
冊
と
泰
納
目
色
旨
①
の
英
訳
本
四
冊
で
あ
っ
た
。
書
架
に
は
今
で
も
ま
だ
こ
の
両
部
は

あ
る
が
、
し
か
し
も
う
そ
の
時
買
っ
た
元
の
本
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
」
（
周
作
人
「
東
京
の
思
い
出
」
学
鐙
昭
和
十
一
一
年
四
月

雛Hｇ

じ
つ
は
日
露
戦
争
を
さ
し
は
さ
ん
で
前
後
の
勃
興
時
代
の
丸
善
。
ブ
リ
タ
ー
ー
カ
で
辞
書
旋
風
を
お
こ
し
、
自
然
主
義
の
疾
風
怒
涛
に

乗
り
合
せ
た
頃
の
丸
善
。
そ
の
店
の
様
子
ま
で
書
き
と
め
て
い
る
顧
客
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
銀
座
日
本
橋
の
目
ぬ
き
の
通
り
に
あ
る
も

の
と
し
て
は
、
も
う
見
す
ぽ
ら
し
く
な
っ
て
、
多
少
は
丸
善
自
身
で
も
気
が
ひ
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

「
丸
善
が
三
十
年
来
の
旧
随
屋
に
安
ん
じ
て
何
等
の
浮
華
な
る
設
備
を
も
な
さ
ず
、
最
も
保
守
的
な
る
営
業
を
な
す
は
、
一
切
の

店
費
を
最
小
限
度
に
省
略
し
て
、
以
て
非
常
な
る
リ
ス
ク
の
伴
え
る
書
籍
を
最
低
廉
に
供
せ
ん
と
す
る
為
め
に
し
て
、
丸
善
は
こ

の
目
的
を
達
す
る
が
た
め
に
十
年
一
日
の
如
く
奮
闘
し
、
同
情
あ
る
顧
客
の
庇
護
を
幸
い
し
て
、
以
て
今
日
に
到
る
を
得
た
り
」
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戦
勝
の
機
運
に
乗
っ
た
明
治
三
十
九
年
の
新
年
号
の
巻
頭
宣
言
に
、
こ
ん
な
言
葉
を
も
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
丸
善
の
期
待

す
る
「
同
情
あ
る
顧
客
」
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
ひ
と
り
の
中
に
見
出
さ
れ
て
、
周
作
人
は
、
そ
の
旧
屋
の
印
象
と
、
そ
の
こ
ろ
の

店
員
の
客
の
あ
つ
か
い
ぶ
り
を
、
こ
う
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
人
は
恋
愛
の
経
験
に
於
て
、
特
に
初
恋
は
忘
れ
難
い
気
持
が
あ
る
が
、
他
の
事
柄
で
も
亦
恐
ら
く
此
の
通
り
で
あ
ら
う
。
最
初

の
印
象
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
丸
善
の
店
の
様
子
も
数
度
の
改
変
を
経
た
が
、
私
の
覚
え
て
ゐ
る
の
は
や
は
り
あ
の
最

初
の
古
い
建
物
で
あ
る
。
二
階
は
決
し
て
大
し
て
広
い
方
で
な
く
、
四
壁
書
架
で
中
間
の
沢
山
の
長
い
卓
子
の
上
に
は
新
着
の
本

を
並
べ
て
あ
っ
て
、
客
が
自
由
に
縮
い
て
見
る
に
任
せ
て
あ
る
。
時
に
角
に
あ
る
の
が
書
架
の
後
に
落
ち
る
様
な
事
が
あ
る
と
、

半
日
探
し
て
も
本
が
見
つ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
。
一
、
二
冊
の
本
を
選
ん
で
勘
定
し
て
貰
は
う
と
し
て
も
一
寸
人
が
見
つ
か
ら
な

い
の
で
、
ど
う
し
て
も
大
声
で
店
員
を
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
誰
か
ゐ
て
も
仲
々
将
が
明
か
な
い
と
下
田
君
が
自
ら
や
っ
て

来
て
応
待
し
て
く
れ
た
。
こ
ん
な
大
し
て
客
を
監
視
し
な
い
態
度
は
一
種
愉
快
な
事
だ
。
後
に
改
築
し
て
か
ら
も
や
は
り
同
様
で

あ
っ
た
が
、
私
の
思
ひ
出
す
の
は
ど
う
し
て
も
元
の
店
の
様
子
で
あ
る
。
或
る
新
聞
記
者
が
、
か
う
や
っ
て
書
籍
が
な
く
な
る
事

が
あ
り
は
し
な
い
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
が
、
た
と
へ
な
く
な
っ
て
も
皆
大
抵
小
冊
に
過
ぎ
ず
、
総
計
や
っ
と
四
百
そ
こ
そ
こ
で
、

沢
山
人
を
傭
っ
て
監
視
す
る
と
却
っ
て
不
経
済
だ
と
答
へ
た
と
い
ふ
事
を
覚
え
て
ゐ
る
・
」
（
同
上
）

こ
う
し
て
丸
善
に
親
し
ん
だ
周
作
人
は
、
た
び
た
び
祖
国
と
日
本
と
の
間
を
往
来
し
、
帰
国
し
て
い
る
時
で
も
、
ほ
し
い
洋
書
は
丸

善
に
注
文
し
た
。
彼
の
好
み
は
当
時
の
中
国
の
お
か
れ
た
立
場
か
ら
、
被
圧
迫
の
弱
少
民
族
の
上
に
あ
り
、
そ
の
文
学
を
好
ん
で
、
ブ

ル
ガ
リ
ヤ
、
ポ
ス
ー
ー
ャ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ャ
、
新
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
も
の
を
あ
さ
っ
た
が
、
数
は
少
な
か
っ
た
と
し
て
も
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み
な
「
丸
善
か
ら
送
っ
て
も
ら
え
た
」
と
い
っ
て
い
る
。
と
く
に
彼
の
好
み
は
ハ
ン
ガ
リ
ャ
の
育
珂
摩
耳
（
マ
ウ
ル
ス
。
ヨ
ー
カ
イ

］
烏
巴
冒
日
日
昌
自
、
目
の
）
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ャ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
。
ス
コ
ッ
ト
の
称
が
あ
る
が
、
保
守
家
で
な
く
革
命
家
で
あ
る
の
が

気
に
入
っ
て
、
そ
の
書
冊
は
今
で
も
「
私
の
蔵
書
の
佳
品
と
い
え
よ
う
」
と
も
云
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
カ
イ
を
愛
読
書
と
す
る
こ
の
筆
者

は
、
こ
れ
で
周
作
人
に
と
く
に
親
近
感
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。

大
道
こ
と
ご
と
く
ロ
ー
マ
に
通
ず
。
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
。
ヘ
ル
ン
は
東
京
大
学
に
講
師
を
し
て
い
る
時
、
学
生
に
し
ば
し
ば
懸
賞
文
を

つ
く
ら
せ
、
優
秀
な
る
も
の
に
、
テ
ー
ー
ソ
ン
や
ウ
ァ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
集
を
、
丸
善
か
ら
購
求
し
て
き
て
与
え
た
。
い
ま
又
周
作
人
を

顧
客
の
ひ
と
り
と
し
て
見
出
す
。
し
か
し
そ
の
背
後
に
世
に
知
ら
れ
ず
に
終
っ
た
ヘ
ル
ン
の
如
き
、
周
作
人
の
如
き
読
者
は
、
幾
人
と

な
く
、
あ
る
い
は
幾
十
人
と
な
く
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
果
然
、
丸
善
の
窓
は
世
界
に
向
っ
て
開
か
れ
て
い
た
の
だ
。


